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飯田市立病院ニュース 

　（
財
）日
本
医
療
機
能
評
価
機

構
が
行
う
機
能
評
価
は
、
質
の

高
い
医
療
を
効
率
的
に
提
供
す

る
た
め
に
、
第
三
者
に
よ
る
病

院
の
評
価
を
行
う
も
の
で
す
。

こ
の
評
価
機
構
の
認
定
施
設
は
、

現
在
全
国
で
約
一
、七
〇
〇
病

院
と
な
っ
て
お
り
、
国
内
で
幅

広
く
認
知
さ
れ
た
第
三
者
機
関

で
す
。
当
院
で
は
一
九
九
九
年

に
第
一
回
目
の
機
能
評
価
を
受

審
し
認
定
を
受
け
、
今
回
は
そ

の
更
新
の
た
め
の
受
審
と
な
り

ま
し
た
。
今
年
二
月
二
十
三
日

か
ら
三
日
間
受
審
し
、
こ
の
た

び
五
月
三
十
日
付
け
で
認
定
証

の
交
付
に
い
た
り
ま
し
た
。 

　
機
能
評
価
の
意
義
と
し
て
、

当
院
で
は
以
下
の
事
項
を
意
義

と
位
置
付
け
、
受
審
に
臨
み
ま

し
た
。 

①
当
院
の
自
ら
の
位
置
づ
け
を

客
観
的
に
把
握
で
き
、
改
善
す

べ
き
目
標
を
よ
り
具
体
的
・
現

実
的
な
も
の
と
す
る
。  

②
医
療
機
能
に
つ
い
て
、
幅
広

い
視
点
か
ら
具
体
的
な
改
善
方

策
の
相
談
・
助
言
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
。  

③
診
療
内
容
が
充
実
す
る
こ
と

に
よ
り
、
患
者
さ
ん
が
よ
り
安

心
し
て
受
診
で
き
る
病
院
と
な

り
、
地
域
に
お
け
る
信
頼
性
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

④
職
員
の
自
覚
と
意
欲
の
一
層

の
向
上
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、

経
営
の
効
率
化
が
推
進
さ
れ
る
。 

こ
の
中
で
も
と
く
に
注
目
し
た

の
は
、
④
の
職
員
の
意
識
高
揚

で
し
た
。
受
審
へ
の
準
備
を
通

じ
、
自
己
研
鑚
と
、
部
門
を
超

え
た
職
員
間
の
討
論
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
努
力
を
積
み
重
ね
る

こ
と
が
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
一

層
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え

ま
し
た
。 

バ
ー
ジ
ョ
ン
（
病
院
の
レ
ベ
ル

に
相
応
し
た
評
価
段
階
）
の
変

更
に
関
し
て
は
、
前
回
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
は
「
３.１
」
と
い
う
も
の

で
あ
り
、
評
価
（
審
査
）
項
目

数
は
三
五
〇
で
し
た
。
今
回
は

「
バ
ー
ジ
ョ
ン
４
」
と
な
り
、

評
価
項
目
も
約
六
〇
〇
に
上
り
、

よ
り
詳
細
に
評
価
が
行
わ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
一
層
の
努
力
が

求
め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
た
び
、
機
能
評
価
の
認

定
を
戴
い
た
こ
と
は
、
国
内
で

も
優
れ
た
病
院
の
ひ
と
つ
と
し

て
全
国
に
認
知
さ
れ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
同
時
に
、
認

定
病
院
と
し
て
の
責
任
と
、
さ

ら
に
一
層
の
努
力
の
必
要
性
を

課
せ
ら
れ
た
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。
職
員
一
同
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
健
康
と
快
適
な
生
活
を
支

え
る
た
め
に
、
よ
り
一
層
精
進

す
る
所
存
で
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
院
長
　
千
賀
　
脩
】  

　
飯
田
市
立
病
院
高
松
分
院

で
は
病
院
内
の
花
壇
に
一
年

を
通
じ
て
花
を
咲
か
せ
よ
う

と
い
う
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
中
心
と
な
っ

て
い
る
の
は
地
域
の
有
志
で

結
成
す
る
「
高
松
フ
ラ
ワ
ー
ズ
」

で
す
。 

　
今
年
も
六
月
に
高
松
フ
ラ

ワ
ー
ズ
の
皆
さ
ん
の
協
力
で

花
壇
を
整
備
し
、
マ
リ
ー
ゴ

ー
ル
ド
を
植
え
ま
し
た
。
ま

た
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
ビ

オ
ラ
を
植
え
る
予
定
で
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
少
し
で
も
患

者
さ
ん
を
は
じ
め
病
院
を
訪

れ
る
方
々
に
安
ら
ぎ
を
与
え
、

美
し
い
療
養
環
境
を
提
供
で

き
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。 

高
松
フ
ラ
ワ
ー
ズ 

高
松
フ
ラ
ワ
ー
ズ 

高
松
フ
ラ
ワ
ー
ズ 

＝
高
松
分
院
＝ 

＝
高
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院
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臨床研修棟 

お
知
ら
せ 
お
知
ら
せ 

　
四
月
か
ら
「
個
人
情
報
保

護
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
は
過
去
半
年
で
五
〇

〇
〇
件
以
上
の
個
人
情
報
を

扱
っ
た
事
業
所
全
て
に
適
用

さ
れ
ま
す
。 

　
個
人
情
報
と
は
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
住
所
、
勤
務
先
、

役
職
、
学
歴
な
ど
「
個
人
を

特
定
で
き
る
情
報
」
と
定
義

さ
れ
、
紙
や
電
子
と
い
っ
た

形
態
は
問
い
ま
せ
ん
。
氏
名

な
ど
無
い
写
真
や
音
声
で
も

個
人
を
特
定
で
き
る
の
で
個

人
情
報
に
含
ま
れ
ま
す
。
こ

の
個
人
情
報
が
第
三
者
に
漏

れ
た
り
す
る
と
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
侵
害
や
悪
用
さ
れ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
個
人
情
報
保
護
法
に

よ
っ
て
「
個
人
情
報
を
適
正

に
取
扱
い
な
さ
い
」
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。 

　
事
業
者
に
対
し
て
は
安
全

管
理
を
義
務
付
け
、
個
人
に

は
本
人
の
利
益
や
権
利
を
保

護
す
る
こ
と
を
定
め
、
左
記

の
５
原
則
を
求
め
て
い
ま
す
。 

①
利
用
目
的
に
よ
る
制
限 

　
そ
の
利
用
目
的
を
明
確
に

し
て
、
そ
の
使
用
目
的
に
必

要
な
範
囲
で
取
り
扱
う
。 

②
適
正
な
方
法
に
よ
る
取
得 

　
個
人
情
報
は
、
適
法
か
つ

適
正
な
方
法
で
取
得
収
集
す
る
。 

③
内
容
の
正
確
性
の
確
保 

　
利
用
目
的
達
成
に
必
要
な

範
囲
内
に
お
い
て
、
正
確
か

つ
最
新
の
内
容
に
す
る
。 

④
安
全
保
護
措
置
の
実
施 

　
漏
洩
や
毀
損
の
防
止
な
ど

安
全
管
理
の
た
め
の
措
置
を

講
じ
て
お
く
。 

⑤
透
明
性
の
確
保 

　
個
人
情
報
で
識
別
さ
れ
る

個
人
（
本
人
）
に
よ
る
適
切
な

関
与
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に

配
慮
す
る
こ
と
。 

　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
は
強
化

す
る
ほ
ど
、
利
便
性
が
悪
化

し
ま
す
。
例
え
ば
、
家
の
ド

ア
に
多
種
の
錠
を
多
く
付
け

る
ほ
ど
安
全
性
が
高
ま
り
ま

す
が
、
自
分
や
家
族
が
入
る

と
な
る
と
、
鍵
を
使
い
分
け

な
が
ら
家
に
入
る
こ
と
に
な
り
、

逆
に
不
便
に
な
り
ま
す
。
病

院
で
は
医
療
の
安
全
性
も
同

時
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
患
者
さ
ん
の
名
前
を

使
わ
な
い
こ
と
が
個
人
情
報

の
漏
れ
防
止
に
繋
が
り
ま
す
が
、

名
前
で
患
者
さ
ん
本
人
を
確

認
す
る
こ
と
は
、
患
者
さ
ん

の
取
り
違
え
防
止
な
ど
に
は

必
要
な
こ
と
で
す
。
こ
の
相

反
す
る
「
個
人
情
報
の
安
全

管
理
」
と
「
利
便
性
及
び
医

療
の
安
全
性
」
の
両
立
が
、

病
院
に
お
け
る
個
人
情
報
保

護
の
特
殊
性
と
い
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。 

　
当
院
で
は
、
個
人
情
報
保

護
の
た
め
の
委
員
会
を
設
置

し
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

外
部
講
師
を
招
い
て
全
職
員

対
象
に
学
習
会
を
行
う
な
ど
、

患
者
さ
ん
の
個
人
情
報
を
守

る
た
め
病
院
全
体
で
取
組
ん

で
い
ま
す
。 

　【
個
人
情
報
保
護
委
員
会
】  

　
二
〇
〇
五
年
三
月
末
、
臨

床
研
修
棟
が
完
成
し
ま
し
た
。

昨
年
六
月
に
着
工
し
、
約
十
ヶ

月
の
間
、
入
院
患
者
さ
ん
を
始

め
、
多
く
の
来
院
者
の
皆
様
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
に
対
し
、
深
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
当
院
は
、
臨
床
研
修
指
定
病

院
と
し
て
指
定
を
受
け
て
お
り
、

今
後
多
数
の
臨
床
研
修
医
の
受

入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の

研
修
棟
は
そ
の
た
め
に
建
設
を

計
画
し
た
も
の
で
す
。 

　
構
造
は
地
上
三
階
建
て
延
面

積
六
〇
六
・
三
一
g
で
す
。

三
階
部
分
が
研
修
室
と
な
っ
て

お
り
、
三
つ
の
研
修
室
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
二
階
部
分
は
、

中
央
病
歴
室
（
カ
ル
テ
室
）、

一
階
部
分
は
倉
庫
他
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
二
〇
〇
四
年
度
か
ら
医
師
の

臨
床
研
修
が
必
修
化
さ
れ
、
二

〇
〇
四
年
度
五
名
、
二
〇
〇
五

年
度
五
名
と
、
研
修
医
を
迎
え

入
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
六
年

度
以
降
と
し
て
、
さ
ら
に
八
名

の
受
入
の
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。
当
院
の
臨
床
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
よ
っ
て
優
秀
な
医
師
が

育
成
さ
れ
る
た
め
に
も
、
こ
の

研
修
棟
が
有
効
に
活
用
さ
れ
る

事
が
望
ま
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
今
回
の
建
設
に
伴
い
、

本
体
二
階
部
分
の
内
部
構
造

も
大
幅
に
改
修
致
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
庶
務
課
と
看
護

師
長
室
は
前
病
歴
室
（
カ
ル

テ
室
）
ス
ペ
ー
ス
に
移
動
し

ま
し
た
。 

　
こ
の
他
、
特
に
人
間
ド
ッ

グ
関
連
の
施
設
に
つ
い
て
は
、

全
体
的
に
こ
れ
ま
で
手
狭
で

あ
っ
た
為
、
患
者
さ
ん
の
待

合
室
が
確
保
で
き
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
今
回

の
改
修
に
よ
り
、
十
分
な
待

合
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
、
ま
た
、
待
合
室

に
は
、
大
型
テ
レ
ビ
を
設
置
し
、

雑
誌･

新
聞
も
取
り
揃
え
、
人

間
ド
ッ
グ
を
ご
利
用
頂
く
方
に
、

ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
い
で
頂

け
る
場
所
と
な
り
ま
し
た
。 

【
施
設
担
当
】 
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　伊那市の北條外商グループ協賛業者の皆様から、同市在住
の洋画家、野溝嘉彦様の伊那谷の農村風景を描いた『雪の伊
那谷』（３０号）をご寄贈いただきました。厚く御礼申し上げ
ます。 
　この作品は冬の風景にも関わらず、どこか温みを感じるも
ので、患者さんやご家族の方々の心の癒しになるよう飾らせ
て頂きます。　　　　　　　　　　　　　　　　　【庶務課】 

　ボランティアの会では院内コンサートを定期的に開催しています。入院中の患者さ
んの心の癒しを大切にし、会のスタッフも看護職、事務職など個性豊かなメンバーで
構成され、患者さんや演奏に来てくださる地域の皆さんに支えられて会を継続しております。 
　５月３０日１階ロビーにて飯伊童謡唱歌を歌う会のハーモニカクラブの皆さん１７名による院内コ
ンサートが行われました。曲目は「赤い靴」「故郷を離るる歌」などに加え「ふるさと」を皆で
一緒に歌う演出もありました。 
　一昔前、ハーモニカは学校で習い誰もが演奏できる楽器でしたが、現在では目にすることも珍

しい楽器です。大小様々な形や、微妙な息使いで変
化する音色、低音の刻むリズムは高齢の患者さんに
は懐かしく、ハーモニカを習っていない世代には新
鮮で、優しい気持ちにさせてくれました。演奏を聴
きながら唄を口ずさみ、目に涙を浮かべておられる
患者さんもいらっしゃいました。コンサート終了後、
病室に帰る際に「来てよかった、懐かしかったな。」
と感想を話して下さるのを聞くと次のコンサートも
患者さんのためにと頑張れる気がします。 
　これからも患者さんを
はじめ、病院全体が癒さ
れる時間作りのため活動
を続けていきたいと思っ
ています。演奏への参加
もお待ちしております。 

【ボランティアの会】 

　「看護の日」の趣旨は、２１世紀の少子・高齢社会を支えるために、ひとり一人が人に対
する看護の心、ケアの心、助け合いの心の大切さを理解していただくことにあります。「看
護の日」は、１９９０年に近代看護を築いたフローレンス・ナイチンゲールの誕生日にちなみ
５月１２日に制定されました。 
　飯田市立病院看護部では、「看護の日」の活動として、看護師より受け持ち患者さんへ、
それぞれの思いを込めたメッセージカードを送りました。そし
て、各部署より選抜された看護師が、外来、各病棟にて、「大
きな古時計」「虹の彼方へ」のハンドベル演奏を行いました。
短い練習期間でしたが、緊張の中、気持ちをひとつにし、心を
込めて演奏することができました。透き通る響きのハンドベル
演奏により、患者さんには心をなごます時を過ごして頂くこと
ができました。　　　　　　　　　　　　　　　　　【看護部】 

北條〔北條外商〕様（中）、野溝様（右） 

看護の日の活動報告　看護の日を終えて 

絵画をご寄贈いただきました。 

各種委員会から　ボランティアの会 

話
題
の
広
場

話
題
の
広
場 
話
題
の
広
場

話
題
の
広
場 
話
題
の
広
場 

 

月　日 内　　　容 備　　　考 

飯伊童唱会 
ハーモニカクラブ演奏 

松尾小学校児童による 
合唱と楽器演奏 

クリスマスコンサート 
女子短学生ミニコンサート 

４月22日（金） マリンバとピアノの演奏 

 

ごみ拾い 

５月30日（月） 

６月10日（金） 

フラメンコ 病院ロビー ８月 

七夕飾り 病棟各階デイルーム ７～８月中 

駐車場ごみ拾い ９月 

フルートコンサート 

ニューイヤーコンサート 

病院ロビー 

病院ロビー 

病院ロビー 

病院ロビー 
病棟各階デイルーム 

10月 

12月 

１月 

バザー 病院正面玄関付近 ２月 

３月 

アフィニス夏の音楽祭 ロビーコンサート ８月22日（月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

院内ボランティアの会　活動予定 
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泌尿器科 

杉本　晃士 
平成８年卒業 

平成17年６月１日着任 
前勤務病院：　　   
聖路加国際病院 

すぎもと　　 こうじ 
外科 

峯岸　芳樹 
平成15年卒業 

平成17年６月１日着任 
前勤務病院：　　   
大阪大学附属病院 

みねぎし　　　よしき 

 

　
当
院
で
は
皆
様
方
か
ら
様
々

な
ご
意
見
ご
要
望
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
施
設

改
善
に
対
す
る
最
近
の
ご
要
望

に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

　「
玄
関
前
の
ス
ロ
ー
プ
の
幅

が
狭
く
足
の
不
自
由
な
方
や
車

椅
子
利
用
の
方
に
不
都
合
で
あ

る
の
で
改
善
し
て
ほ
し
い
。」

と
の
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ス
ロ
ー
プ

の
幅
を
広
く
す
る
工
事
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
段
差
が

な
く
な
り
、
車
か
ら
の
乗
り
降

り
や
、
他
の
車
が
止
ま
っ
て
い

る
場
合
の
歩
行
に
つ
い
て
も
支

障
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
　
　

　
　【
庶
務
課
】 

【6東病棟】 

　６東病棟は、循環器科・心臓血管外科・
胸部外科の３科で構成されています。担当
科の９人の医師と１７人の看護師、２人の看
護助手が仕事をしています。 
　院内の他の部署から少し遅れて１９９８年
に開設された４５床の病棟です。ICU（集中
治療室）から移動される患者さんの４割が
当病棟ということもあり、個室が１５床あり
ます。中に入っていただくと他の病棟に比
べやや広めのナースステーションと心電図
モニターが目に入ります。 
　約７割を占める心臓疾患の患者さんは、
治療のため安静が必要となることが多く、
点滴・酸素などのチューブ類や心電図モニ
ター等の医療機器が装着される為、活動が
制限されがちです。このような環境の中で
少しでも快適な入院生活を過ごしていただ
くために、細やかな配慮のある援助を心掛
けています。 
　また心臓・肺の手術や心臓カテーテル検
査が安心して受けていただけるように、パ
ンフレットを作成し、経過がイメージでき
るようにしています。退院後は疾患・生活
の自己管理が必要な患者さんが多いので、
その支援ができる看護を目指しています。 

　
紫
陽
花
の
紫
が
ひ
と
際
雨

に
映
え
る
今
日
こ
の
頃
、
梅

雨
入
り
と
と
も
に
待
ち
遠
し

か
っ
た
雨
に
恵
ま
れ
当
地
の

水
不
足
も
ひ
と
息
と
言
っ
た

と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。 

　
さ
て
、
病
院
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
だ
病
院
機
能
評

価
事
業
も
無
事
認
証
さ
れ
、

晴
れ
て
「
認
証
病
院
」
と
な

り
ま
し
た
。
今
ま
で
以
上
に

評
価
時
代
の
病
院
の
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
ツ
ー
ル
と
し
て
、大

い
に
活
用
し
た
い
も
の
で
す
。 

【
編
集
委
員
会
　
堀
米
直
人
】 

 

 

　
医
療
機
関
で
お
支
払
い

た
だ
い
た
保
険
診
療
の
一

部
負
担
金
が
助
成
さ
れ
る

福
祉
医
療
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
で
は
、
就
学
前
の
乳

幼
児
、
一
定
年
齢
で
低
所
得
の

方
な
ど
各
市
町
村
ご
と
に
基
準

が
あ
り
ま
す

が
、
病
院
等

で
お
支
払
い

た
だ
い
た
金

額
か
ら
高
額

療
養
費
、
手

数
料
な
ど
を
差
し
引
い
た
額
が

各
自
治
体
か
ら
払
い
戻
さ
れ
ま

す
。 

　
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
は
、

病
院
窓
口
で
受
給
者
証
を
提
示

い
た
だ
き
ま
す
と
、
福
祉
医
療

申
請
受
付
控
え
を
お
渡
し
し
ま

す
の
で
支
給
さ
れ
る
ま
で
保
管

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

あ
と
の
手
続
き
は
病
院
で
行
い

ま
す
。
通
常
約
三
ヵ
月
後
に
払

い
戻
さ
れ
て
き
ま
す
。
受
給
者

証
を
提
示
い
た
だ
け
な
い
と
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
受
診
の
際
、
最
低
月
一
回

は
提
示
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
申
請
の
受
付
期
間
が

診
療
月
か
ら
六
ヶ
月
程
度
の
市

町
村
も
あ
り
ま
す
の
で
早
め
に

ご
提
示
く
だ
さ
い
。 【

医
事
課
】 

●シリーズ● ●シリーズ● 

職 場紹介  職 場 紹 介  
その6

ご 案 内 ご 案 内 

 

新
任
医
師
の
紹
介 

新
任
医
師
の
紹
介 

平
成
17
年
4
月
〜
6
月 

福
祉
医
療
費
の 

　
申
請
に
つ
い
て 

み
な
さ
ま
の
声
に 

　
　
お
応
え
し
ま
す
。 


